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　前回（同「年報」第33号），日本とフランスで実施され
た宗教意識調査の結果をまとめておいた。ヨーロッパの
宗教（キリスト教）は一神教で，日本は複数の宗教が併
存する多神教の会社であると云われている。実際，各宗
教団体の登録信者数を合算すると，日本の総人口を上ま
わってしまう。日本人の多目的な宗教性のあらわれと解
釈される一方，日本人の信仰が形骸化され，いわば無宗
教である証左である。これがヨーロッパから眺めた日本
の宗教に対する一般通念である。
　しかし，世論調査で見るかぎり，ヨーロッパに於ても
事情は同じで，例えば，今日のフランス人はバイブルの
知識や宗教行事の認識に欠け，日本人の無宗教あるいは
儀式としての宗教を云々できない。礼拝や寄進が魂の救
済を願うばかりか，現世利益的な目的にあることは洋の
東西を問わない。一方，日本では，仏教美術に関する出
版物が多いこと，神社仏閣に関する情報がよく流布され
ていること，四国八十八ヶ所，西国三十三ヶ所，坂東三
十三ヶ所，秩父三十四ヶ所などの霊場が全国に見られる
こと，これらは宗教の日常性への精神的，文化的な影響
である。宗教がかって共同意識として持っていた公的な
威信は失われ，個人化された中で生きている点では，ヨ
Lロッパも日本も大同小異である。一以上が分析と検
討の差し当たっての結論であった。
　今回は，日本とヨーロッパに於ける巡礼の問題を取り
あげ，信仰活動の場として，巡礼地の考察を行った。
　日本側：四国八十八ヶ所霊場
　善楽寺，種閣寺，青龍寺（以上高知県），霊山寺，極楽
寺，金泉寺，大日寺，地蔵寺（以上徳島県）。
　ヨーロツパ側：Santiago　de　Compostela
　ヨーロッパで最も代表的なサンティアゴ・デ・コンポ
ステラに至るフランス国内の巡礼路は次の四通りであ
る。
　①Arles－St－Gilles－Montpellier－Toulouse　（St－
Sernin聖堂）－Auch
　②Le　Puy（Notre－Dame大聖堂）－Congues（Ste－Foy
教会）－Moissac（St－Pierre教会）－Cahors－Condom．
　③Vezelay（Ste　Madeleine聖堂）－Nevers－St－
L60nard－Limoges－P6rigueux
　④Paris－Orleans－Tours（St－Martin教会）－
Poitiers（St－Hilaire－le－Grand教会）－St－Jean－d’An－
g61y－Saintes（St－Eutrope教会）－Bordeaux
※ピレネー山脈を越えるにあたって，①はSomport峠
を，②③④はCize峠を通過するが，いずれもPuente　la
Reinaで合流する。
　※踏査計画のコースは④を検討している。
